
人権擁護委員を選任
任期満了に伴う人権擁護委員の後任委員の推薦について、
賛成したので議会より答申することに決定しました。

平嶋　峰晴 氏（藤浦区・63歳）
任期は、法務大臣が委嘱した日から３年間です。
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立
春
の
候
、
草
木
の
芽
が

い
ぶ
き
初
め
「
三
寒
四
温
」

春
の
お
と
ず
れ
を
待
つ
今
日

こ
の
ご
ろ
・
・
・

　

日
進
月
歩
、
本
年
も
あ
っ

と
言
う
間
に
１
ヶ
月
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
元

気
で
健
や
か
な
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
須
恵
町
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
あ
ら

た
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
民
主
党
中
心
に

歴
史
的
な
「
政
権
交
代
」
が

あ
り
、
大
き
な
変
革
の
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
主
権
の
確
立
を
掲
げ

る
新
政
権
に
と
っ
て
、
政
治

主
導
に
よ
る
改
革
の
実
現
が
、

今
年
一
年
の
最
重
要
課
題
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

既
に
、
平
成
22
年
度
は
地

方
交
付
税
が
前
年
比
１
・
１

兆
円
の
増
額
が
決
定
し
、
地

方
へ
の
財
政
措
置
が
な
さ
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
先
行
き
不
安
の

経
済
は
、
景
気
回
復
・
雇
用

確
保
・
デ
フ
レ
対
策
等
課
題

が
山
積
み
で
不
透
明
で
あ
り
、

今
後
の
地
方
に
と
っ
て
大
幅

な
税
収
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

税
制
改
革
の
見
直
し
に
よ

る
安
定
的
な
地
方
税
の
配
分

体
系
の
確
立
が
、
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
は
い
え
、
基
礎
自
治
体

に
も
地
域
主
権
の
確
立
の
た

め
の
対
応
力
と
自
助
努
力
が

求
め
ら
れ
、
地
方
議
会
の
役

割
と
責
任
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る

議
員
修
正
案
が
初
め
て
提
出

さ
れ
修
正
案
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
恵
町
で
も
、
議
会
改
革

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
今
日
、

議
員
の
意
識
改
革
の
一
旦
を

垣
間
見
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
き
っ
か
け
と

な
る
大
事
な
議
員
提
案
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
４
月
に
町
長
選
挙

・
来
年
は
町
議
会
議
員
の
選

挙
が
控
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
は
、

○
町
民
か
ら
公
選
さ
れ
る
首

長
と
議
員
の
二
元
代
表
制

の
あ
り
方

○
議
員
定
数
の
上
限
撤
廃

○
町
民
が
議
会
や
行
政
運
営

に
参
加
で
き
る
仕
組
み

等
、
私
た
ち
議
会
に
直
結
す

る
地
方
行
財
政
検
討
会
議
を

組
織
し
ま
し
た
。

　

「
議
会
と
は
」
「
議
員
の

役
割
と
は
」
が
問
わ
れ
る
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
重
要
な
一
年
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

自
ら
を
労
し
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
信
頼

に
応
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
年
も
、
何
卒
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

　町議会の活動の状況を知るために、どなたでも傍聴できます。
　なお、次の定例議会は、３月３日からの予定です。

広報特別委員会

お知らせ

議　　長　　藤石　　豊
委 員 長　　御手洗寿乃
副委員長　　合屋　伸好

委　　員　　森　　勝己
委　　員　　今村　桂子

地
域
主
権
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確
立
は

議
会
改
革
の
ゆ
く
え

地
域
主
権
の
確
立
は

地
域
主
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の
確
立
は

議
会
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ゆ
く
え

議
会
改
革
の
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え
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◇
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全

施
行
等
を
求
め
る
請
願
書

１　

改
正
貸
金
業
法
を
早
期

に
完
全
施
行
す
る
こ
と
。

２　

自
治
体
で
の
多
重
債
務

相
談
体
制
の
整
備
の
た
め

相
談
員
の
人
件
費
を
含
む

予
算
を
十
分
確
保
す
る
な

ど
相
談
窓
口
の
拡
充
を
支

援
す
る
こ
と
。

３　

個
人
お
よ
び
中
小
企
業

向
け
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
。

４　

ヤ
ミ
金
融
を
徹
底
的
に

摘
発
す
る
こ
と
。

請
願
者　

　
　

福
岡
県
司
法
書
士
会

　
　

会
長　
　

荻
林　

和
則

　
　

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

※
政
府
関
係
機
関
へ
送
付
し

ま
し
た
。

◇
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
書

１　

き
め
細
か
い
教
育
の
実

現
の
た
め
に
、
義
務
制
第

８
次
・
高
校
第
７
次
教
職

員
定
数
改
善
計
画
を
実
施

す
る
こ
と
。

２　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
に
つ
い
て
、
国
負
担

率
の
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
を
含
め
、
制
度
を

堅
持
す
る
こ
と
。

３　

学
校
施
設
整
備
費
、
就

学
援
助
・
奨
学
金
な
ど
教

育
予
算
の
拡
充
の
た
め
、

地
方
交
付
税
を
含
む
国
の

予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

４　

教
職
員
の
人
材
を
確
保

す
る
た
め
、
教
職
員
給
与

の
財
源
を
確
保
・
充
実
す

る
こ
と
。

請
願
者

　
　
　

時
田　

良
喜

　
　

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

※
政
府
関
係
機
関
へ
送
付
し

ま
し
た
。

◇
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年

奉
祝
賀
詞
決
議
に
関
す
る

陳
情
書

　

天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ

て
よ
り
二
十
年
の
慶
賀
す
べ

き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
、
「
国
民
の
苦

楽
を
と
も
に
」
を
旨
に
、
二

十
年
に
亙
り
ま
し
て
国
家
・

国
民
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
天
皇
陛
下
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
た
く
、
貴
議

会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
御
即

位
二
十
年
奉
祝
の
賀
詞
決
議

を
挙
げ
て
戴
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年

福
岡
県
奉
祝
委
員
会

会
長　
　

河
部　

浩
幸

　
　

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

※
最
終
本
会
議
に
お
い
て
議

長
よ
り
賀
詞
が
読
み
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

請
願

陳
情

改
正
貸
金
業
法
の

早
期
完
全
施
行
を

天
皇
陛
下
御
即
位

二
十
年
奉
祝
賀
詞

決
議
を

教
育
予
算
の

確
保
・
充
実
を


